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緒 言
　21世紀の国民健康づくり運動として、平成12
年度から、厚生省が取り上げた「健康日本21」
施策、および厚生省・農…林水産省・文部省3省
合同にて提唱された新しい「食生活指針」には、
食生活が健康寿命の延伸、』生活の質の向上に貢
献すべきものであることが強調されてい
る1）2｝。この食生活の基となる食物選択の素養
は、基本的な生活習慣が形成される幼児期に培
われ鋤、生涯の食の行動様式や栄養状態に反映
されるであろうと推測されている5ト8）。それゆ
えに弘人の生涯の出来るだけ早い時期からの、
たゆまない学習・教育が必要である。著老らは、
生涯の心身の健康のありようを見据えた視点か
らi幼児期における栄養教育の実践的な根拠を
得ることを目的として、新潟県内幼児の食物・
栄養素等摂取の実態を、生活環境別に、かつそ
の時代の流れによる推移について把握するため
に、昭和41年以来同一地域で、同一年齢層を対
象に、数年間隔で継続調査を行っているD）”IG）。
　今回は、都市化の進展の著しい新潟市近郊に
居住する幼児の食物・栄養素等摂取状況を、昭
和47年s52年、57年、62年、平成2年、7年
および10年の計7回の調査結果に基づいて25
年間の推移を検討し、他の生活環境別の3地域
（山村、農村、漁業地域）における20～30年の
推移llト1　fi｝にも照らして考察を試みたのでiその
結果を報告する。なお、本報では第五次改定栄
養所要量に設定さ乳ている栄養素等について主
として解析を行い、生活習慣病予防に対置した
視点から重視される諸項目の摂取状況について
の解析は続報におL”Lて行うこととする。
調　査　方　法
　1．．調査対象の本学付属幼稚園について
　県立新潟女子短期大学付属幼稚園は、新潟市
郊外の国道7号線に隣接した交通の便のよい田
園地帯にある。昭和46年に、恵まれた教育環箋
のもとに、「子どもの人間的発達の基礎を守り育
て、生きること（自立）と愛すること（連帯）
の能力をつちかう。」を教育目標として、学級数
4組、定員96名（3歳児～5歳児）にて開園さ
れ、平成12年に30周年を迎えteva。当初、新潟
市に2園あうた県立幼稚園は、平成9年に1園
が閉園され、以後本園のみとなうた。園児は、
本園の所在地である海老ケ瀬および大形本町を
中心として、その周辺地域ならびに隣接市より、
パス、乗用車または徒歩にて通園している。近
年、通園区域周辺への大型量販店や外食産業の
進出がめざましく、交通量も増大した。
園児の昼食については、昭和57年度より給食
生活科学科食物栄養専攻
一179一
県立女子短期大学研究紀要　第38号　2001
表1　調査対象
初嘩調査 第2回調査 第3回調査 第4回調査 第5回調査 第6回調査 第7回調査
昭和47露度昭和52年度 昭和57年度 昭和62年度 平成2年度 平成7年度 平成10年度
糊罐｝25名魏1薯｝19名雛亀｝18名羅響｝21名婁欝｝15名魏1髭｝25名魏蜘23名
，平均年齢5．5歳 平均年齢5．3歳 乎均年齢5．3歳 平均年齢5．o歳 平均年齢5．9歳 平均年齢5．5歳 平均年齢5．9歳
幼稚園原肥 幼稚園暇児 幼稚園園児 幼稚園獺児 幼稚園園児 幼稚園園児 幼稚園園児
常用動労者世帯 常用勤労巻世帯 常用勤労者世帯 常用勤労者世帯 常用勤労者世帯 常用勤労者世帯　　　　　　　1 常用勤労者世帯
核家族が92％1核家族がgo％核i豪族がブ2％核家族が86％核家族が80％核家族が67％核家族が8⑪％
表2　本調査に使用した食品構成
　　　　　　　　　　　　　（単位：9）
4～5歳 6歳
食品群
?
女
? ?
穀類｛羅 140
Hθ0
120
W0
150
P20
130
P00
い　も　纈 30 30 30 30
砂　　糖　　類 5 5 10 工o
菓　　子　類 40 40 50 45
油　　脂　　類 10
?
10 10
豆　　　　類 40 40 40 4⑪
緑黄色野莱 50 50 55 55
その他の野菜 loo ’1001 1工0 UO
果　　実　類 100 loo 浬o⑪ 100
（海藻類） （1） （1） （ト2） （工一一2）
魚　　介七類 』30 30 40 40
肉　　　　類 一30 30 35 35
卵　　　　類 5e
?
50 50
乳　　　類富 300 300 290 2go
注．’印は生乳に換算した数殖である：
が週1回実施され、62年度からは保護老の要望
もあって遍2回実施されている。1その他の週2
回の弁当持参の際には牛乳が供されている。ま
た昭禰50年度より25年間、本学家政科食物専
攻の栄養指滋実習一平成5年度よウ住活科学科
食物栄養専攻の栄養教育実習となる一の一i環と
して、fk　一一冬に2～3回幼児食給食実習が実施
され、その折に保護者との交流（給食内容の報
告を兼ねた「栄養指導メモ」の配付やアソケー
トへの協力等）や、栄養教育実習中の保護者の参
観も組み入れられている。
　2．調査対象
　調査薄象は表1に示すように、5～6歳の健
康な幼児10　一一　25　Xである。これらの調査対象の
保護者は、調査目的に賛同され、調査への暢力
を申し出られた方々である。なお、少数例であ
るため解析の際に年齢・性による差異を問わな
かった。
．3．’調査時期および期間　　・　　　L一
　紹私47年、52年、57年、62年、平成2年、
7年および10年度のそれぞれ主として四季の
各連続3日間（通年12日間）であるカミ、平成2
年度は9月に1回、7年度は6月に1回、10年
度は春・秋の2季節（通年6日間）の調査であ
る。
　4．調査内容および方法　　　一　　　一’
　1）1食物摂取状況調査：佃人勝秤量方式によ
る食物摂取量調査を、’母親に秤量記録を依頼し
て実施した。調査票回取時に記入内容の記載も
れ等を点検・聞き取ウをし、補正した。また給
食状況の調査は幼稚園の担任教諭の協力を得て
行った。
　栄養素等摂取量は、初園調査から昭癩52年度
までは三訂ヨ本食品標準成分裏、57年度は三訂
補日本食品標準成分表、58年度以降は四訂ヨ本
食品標準成分表を用いて算出した。得られた成
績のうち栄養素等擾取量の比較基準には、対象
児の性、年齢、体位から個人別に算定した栄養
所要量を用い、食品群劉擬取量の鋤較基準には
手塚ら1a｝の食品構成（表2）を適期し、各々に対
する撰取割合（充足率）を求めた。脂質所要量
は脂肪エネルギー比の推奨i値を25％ととして
一18e　一
幼児の食生活に関する研究（第31報）
表3，都市近郊幼児の摂取食品数の30年間の推移
総数 動物性食品 植物性食品 間食食品数
昭和47年26±1．8　（6、9）6±1．3　　（21．7）20±2．2　（11．O）5±1．3　　（26．0）
52年39±3．4　（11．7）6±O。5　　（8．3）23±3．1　（13、4）±0．6　　（15．0）
57年30±6．4　（21．3）7±2．2　　（31．4）23±5．8　（25．2）3±1．0　　（33．3）
62年27±4．6　（17．O）6±1．O　　（ユ6．7）21±3，7　（17．6）4±1．1　　（27．5）
平成2年 30±32　　（10．7）±1』　　（14．3）23±2．2　（9．6）3±1．2　　（40．0）
7年 31±4、6　（14．8）6±1．3　　（21．7）25±4．1　（16．4）±O．3　　（7．5）
10年32±畦．4　（13，8）6±O，5　　（8．3）26±3．5　（13．5）4±2．0　　（50，0）
注．1人1日当たり、平均値±標準偏差，（）は変動係数（％）
算出、した。
　2）体位測定：身長、体重を測定し、各調査
年度の対応する昭和50年、55年、6。年、65年・
平成7年および12年目途の日本人の栄養所要
量作成に用いられた体位推計基準値に対比し
て、比率を求めた。また、Body　Mass　Index（kg／
m2jを算出した。
　3）体力測定：平衡力（棒上片足立ち）、筋持
久力（体支持持続時間）、瞬発性（立幅跳び）お
よび調整力（両足連続跳び越し）の4種目につ
いて実施した。その評価は、新潟県教育委員会19）
による幼児の運動能力基準に従い、3点を中位
とする5段階法によって行った。但し、昭和47
年度は、52年度以降と同一種目について実施で
きなかったので、新潟県国公立幼稚園協会実施
による幼児の運動能力実態調査2°）より関連の種
目を抜粋して、平衡力（パラソス）、瞬発性（立
幅跳び）、調整力（シグナル・ラソニソグ）の3
種目を対象児の成績の参考として記載した。
　4）　歩行数の測定：対象児の運動量の一実態
を把握するために、昭和62年度以降において・
タニタの万歩計を装着させ連続3日間の歩行数
を測定し、1日当たり平均歩行数を算定した。
　5）　調査結果の還付二本調査終了後・各個入
別の調査結果を対象児の成長記録となるような
フブイル形式の食事記録に作成して、懇切な説
明のもとに調査対象の保護者に還付した。
　統計学上の有意差の検定は、Student’s　t一検定
により行った。
結果および考察
　1．摂取食品数ならびに献立の25年間の推
　　移
　1人1日当たりの摂取食品数の推移は表3に
示すように、昭和47年度の26種類以降はほぼ
30　一一　32種類を充たしていた。動物｛生食品数は6
e種類で25年来殆ど変化なく、植物性食品数は
、20種類から26種類へ漸増した。間食食品数の
みは昭和47年度の5種類がその後3～4種類
に減じた。対象児の食品数は漁業地域1勤児の
それに類似し、山村15）。近郊農村幼児16，のそれに
比べると総数でほぼ2～6種類多い状況で推移
しているが、働物性食品数と間餓品魏ま脚
50年代前半より地域差が見られなくなった。
　次に、対象児の献立を集約していると思われ
る一世帯の夏と冬（但し、第5回調査は秋、第
　6回調査は夏、第7回調査は春と秋）の各調査
第2日目の献立を表4に示した。ここでは食生
活研究会創案2：）の献立型表示法にならい・対象
児らの献立を5つのタイプ（A：米飯・汁・漬物・
B：A＋植物性食品の主菜1品、C－lA＋動物性
食品の主菜1晶、D：A＋主莱2品、　E：粉食・
但し、副菜がある場合はそれぞれa、b・c・d・
eとする。）に分類して表示した。対象児の献立
　はそれぞれ多様で一定の傾向を見いだし難い
が、25年間の推移の特徴は次の5点看こ要約され
　る。即ち、①初回調査年からc、d型が供されて
　おり、漁業地域幼児と同様であったが、山村幼
児の昭秘6年度の朝・昼食力過型であったこ
　とに比べるとかなり潤沢な献立であった、②昭
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表4　都市近郊における代表的な献立例の25年間の推移
朝　　食 昼　　　食i弁　当） ク’　食
3食例
｣立型 間　　　食
米飯
ﾝそセト（わかめ，ねぎ）
野菜サソドウイッチ
艪ﾅ卵
米飯
ﾝそ汁（豆腐，池ぎ）　　　　　　　　　　　　　　1
アイスタリーム，プリンスメロソ
?
焼魚（めざし） 牛乳 豚肉の生姜醤油焼き ’C・e・C??ー?? む走辱勿（きゅうり），　　ト　マ　ト
`ーズ，エルビー
バナナ ピー・マ・ソ油砂め，・ト可ト
|の物（きゅうり，くらげ）
?????? ??
?
米飯1
ﾝそ汁（キa・べγ，麩）
鴛ｨ（かぶ）
ｩまぼこ，’焼きのり
米飯
xーコンエッグ
tラγクフルトソー
Zージ　　　　　1・
米飯
|ークシチュー1’　　　　　　　　　　　　　1
?ﾘサラグ
注ﾘ澱 c・d・c
・せんべい
`ョコレート
ﾝかん　P
ふりかけ，エルピー 金平ごばう みかん’
牛乳
一 トースト おにぎり 米飯，　　， 1　　　　ヒ せんべい
オムレツ 豚ひき肉の卵とじ みそ汁（かぼちゃ，油揚げ） はっか糖?
野i襲サラダ きゅうりとトマト ノ、ソバーグ，　野i菜サラグ e・d・cプリソスメロソ? ?
牛乳，りんご ウイソナーソーセー 枝豆
2 和 ジ，牛乳???52??
?
卜一スト　　　　，
｢り卵
?tサラダ
米姫
{肉フライ
ﾙうれん草ごま和え
米飯
ﾝモ汁（豆腐、ねぎ）
ﾄきぎょうざ e・．C・C
ショートケーキ　　　、
ﾝかん
牛乳，みかん りんご ほうれん草とかまぼこの浸し
牛乳 みかん
トースト 米飯 米飯　　　　　　　1 アイスクリーム．
?
昭
?いり卵，
?ﾘサラダ1’
豚肉味噌演焼き
｢り卵，ト’雫ト
みそ汁（馬鈴鵜，．わか酔）　、
X魚（かれい）　　　　　　　『
¢・d．・’c．
ピスケッ、ト　　　　　　ー　　　　　　㍗
ｼ瓜’　　　　1
3 和
， 牛乳　　　　1　　　1キヤベツ塩もみ，牛乳 野菜煮しめ，中華風サラダ???57??
?
卜一スト，
Eイソ1ナーソー一七一身
?ﾘ妙め
米飯
撃h納生姜焼き’ほうれん草ソテー
米飯
Kツ井（豚肉，卵）
ﾝそ汁（豆腐，なめこ），1 e・d・c
せんべい，　　　　1・
Nリキー
ﾝかん，
ココア入り牛乳 ・助ケ〔市阪の冷凍品）? 金平ごぼう　　　　1ヒﾗ物（白菜、野沢菜）　　　　’ ．　1　　1
　　　　　　　　　ゴgースト おにぎり 米飯 ? アイスクリ「み．．
ブレーソナムレツ 卵燐き，ミートポール みそ汁（豆腐，わかめ） プリソスメロソ?
サラダ　（きゅうり，　レタ 野菜紗め 鶏肉の唐揚げ，L枝豆，ふりかけ e・d・cせんべい　・?
昭 ス，トてト）’ 金時豆の甘煮 サラダ（キャベツ，きゅうり，プ　　　　　r 1
4 和 　　　　引酷 ナレレジ，牛乳 冒ッコリー，シ」チキソ）?62??
?
米飯　　　　　’　　一
ﾝそ汁（大根，油揚ザ）
聡ﾄぎ
[豆
サγドウイヴチ（卵，’穐
梶C帽ネーズ，チーズ）咽ブロッコリー
ﾝかん”
米飯　　　　　’・　　　　’”
Vチュー
ﾘ’カツ
Tラダ（キャベツ，人参，ひじき）
c・e・d
@一
乳離菌飲料・　　　　壮
ﾜんじゅう　　　，
Eんご
ｬ魚チップス
ブロッコリー塩ゆで 牛乳・1 ふりかけ
’トースト 米販 米飯 　　　　　昏|テトチッフ? ?
コーソスープ 卵焼き　　　1 みそ汁（豆腐，ほうれん草，わかめ） りんご??????????（牛乳，コーンクリーム缶詰）
Tラダ（ツナ缶，’きゅう
閨C一ミニトでト）
鶏肉つけ焼き　　1．
激^ス，’怐f
酷禔f@　　　　1
鮭のバター味噌焼き
?ｶ干が
}豆
ε・d・c
@　　一
ヨーグルト
いちぢく 圃
??? ?
?
米飯
ﾝそ汁（馬鈴碧，小松菜）
聡ﾄき，納豆
米飯
nソバーグ，ゆで卵
l参の金平
米飯　　　　　　　　　　一
ﾝそ汁（豆腐，わかめ）
?ﾅ豚，レタス，トマト
　、
b・C・C
クΨキー
?轤黶D　　　　　一
緖_菌飲料????
トマト，焼きのり かばちや煮物・
酷禔E
大根煮（大根，ベーコソ）
Uラダ（スパゲティ，きゅうワ，竹輪）
1
米飯 （給食） 米飯 こんにゃくグミ
卵焼き，ウイソナー スパゲティ・ミー・ト みそ汁（豆腐，わかめ） バナナ　　　　1
@一?ひじき煮（ひじき，人惨， ソース 焼肉（豚肉，’もやし，生椎ヨ羊，ピー C．e■C　　　I?
平 こんにゃく、油揚げ） かに風味サづダ マソ、かまぼこ）
7 成 牛乳 ドリγクヨーグルト 層ザーラ　タ曽　（　ト　マ　ト，　　しノタ　ス） ㌦???10??
?
米飯
ﾝそ汁（玉葱，わかめ）
iムレツ
Lをベツの妙め煮
　（給　食）
ﾄ飯
ヴk豆腐
ｫのこ入りお浸し’
米飯
ﾘ肉の妙め物（豚肉，筍，生推茸，
@根）
}豆
　噛
b・C曜C
きな粉餅
vヂケーキ
iレγジジュース
納豆 たこウイソナー たこの酢の物
乳酸菌飲料 牛乳
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表7　都市近郊幼児の体位・体力評価の25年間の推移’
初回調査
ｺ秘7年度
第2回調査
ｺ和52年度
第3回調査
ｺ稿7年度
第4回謁査
ｺ和62年度
第5［戴調査
ｽ成2年度
第6回調査　第7回調査
ｽ成7年度　平成IO年度
体位評価 身長ﾌ重
曾9．o±3．5
X4．1±5．3
loL2±4，呂
撃n1．1±7．7
99，1±　5．6
X5，7±13．6
100．4±　3．7
X8．6土lo．o
103．5±3j
撃盾Q．7±呂、？
10LO±　4．4101．O±　4，5
P04．9±20．010L9±14，9
B。d蝉a鵠Ind巳x（hg／mりU．9±1．014．7士1．415．1止　1．3ユ5．1±　1、115．呂士1．915．6±　L5　15．7±　1．4
体力評価
平衡力
ﾘ持久力
u発性
ｲ整力
3．O±1，5
@－R，1±O．9
R．5±2．7
4，0±1．0
Q．7±O．8
R．0±LO
堰D3±0．S
3，9±　1、五
Q．6±　『7
Q，7±　Lo
Q，7±　LO
3．了±　o．9
Q．2±　o，5
R．3±　LO
R．9±　O，3
3．5±1．3
Q．5±LO
R．葦．圭LO
R．9±1．9
3．6±　1』　3．？±　1．1
Q。4±　O．6　2．0±　02
R，e±　LO　3．3±　1．0
R．3±　O．7　5．9±　O，6
平均値 32±1．33．5±O，呂 註』±　1．0 3，3±　o．53．3±1．23．1±　O．B　3．2±　0，呂
1日当たりの歩行数 一 一 一 11，011±2．瞼
111724’}31。9513，珊±2，91516190了±4、1εS
注D　体位評価?体位の身長・体重推計垂準値に対する比率（％）． 体力評価：3・。を中位とする 5段階評価による成績．
注2）　平均笹±標準偏差．
和52年～平成2年度の朝食はe型のパソ食で
あったが、他の3地域では漁業地域が平成元年
の朝食において、近郊農村では平成10年秋の朝
食においてパソ食が見られるようになったもの
の、山村では未だ食されていない。③初回調査
年以来夕食は殆どc型で、米飯、味噌汁、肉料
理の主菜および野菜料理の副菜を組み合わせた
献立が多い、④漬物は初回・第3回調査年の献
立に供されていたが、第4回調査年の昭和62年
頃から調査期間の連続3日間の献立には殆ど現
れなくなった、⑤間食食品の種類に時代の流行
と子どもの嗜好の一端が反映されている、等で
ある。’
　2．摂取食品の充足状況とその30年間の推
　　移
対象児の食品群別摂取状況の25年間の推移
は表5のとおりである。調査年による年齢差、
性差を不問にして見るならば、この25年間を通
して摂取量に変動の見られなかった食品群は殆
どなく、増減いずれかの変動が観察された。初
回調査年の昭秘7年度では澱類、豆類・緑黄
色野菜の充足率がそれぞれ822、85・9・54・7％
と低値である他は、いも類、その他の野菜・卵・
乳類が適正域（100　・一　118％）にあり、砂糖・油
脂・魚介・肉類が133　一一　161％と多量摂取傾向、
菓子，果実類が211％で多量摂取を示す状況で、
山村・近郊農村幼児の摂取状況とは全く趣を異
にする都市化型の摂i取食品構成であった。
　この初回調査年に比し、25年後の充足率の変
動が有意であった食品群で、上昇して改善され
たものは緑黄色野菜（54．7→9418％～p＜O．Ol）
のみであった。同じく低下したものには、穀類、
菓子類、油脂類、卵類（以上はp〈O．001）、：果実
類、魚介類、1乳類（以上はpく0．01）の7項目が
見られた。これらのうちで、穀類、卵・乳類摂
取量の低下は充足率が59．5～65．1％値を示す
懸念される現象であったが、油脂・菓子・果実・
魚介類のそれは、多量摂取傾向が是正・改善さ
れて望ましい摂取水準に近接する現象であっ
た。
　なお、変動の有意ではなかった食品群で今後
の課題と目されるものに、豆類（充足率・85・9→
87．9％）とその他の野菜（同105．0→82．9％）
の低値、および肉類（同133．2→144．8％）の高
値がある。平成10年度において摂取量が目安量
以下の食品群として穀類、豆類およびその他の
野菜があることと、当初から25年以上続く穀類
　（とくに米類）摂取量の漸減・肉類摂取量の増
加という現象は共に、他の3地域においても共
通に観察された。
　なお、対象児10～25名における摂取割合の個
人差は変動係数で見る限り、10、0％（昭和52年
度の油脂類）一一・177．S％（平成7年度の藻類）の
範囲に分布し、平均すると41．9±22．0％から
68．8±33．0％へやや拡大していることが知られ
た。穀類摂取割合の個人差はどの調査年におい
ても小さい方であり、対象児にとって穀類は目
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安蹴に充たないながらも、基礎食品即ち主食と
して定蒲していることが窺われた。
3．栄養素等摂取状況とその25年間の推移
　対象児の栄養素等摂取状況の25年間の推移
をまとめたのが表6である。栄義素等摂取量の
栄養所要録：に対する摂取割合は、初回調査年で1
はピタミソ（以下、V，）Dを除き殆どが100　・－
145％で充足され、良好な摂取水準を示した。こ
の摂取水準はその後も維持されたものの、V・D
の充足率は16±8．9～75．5±15。．O％で推移し・
加えて昭湘52年度にはV．B，、57年度にはエネ
ルギー、鉄およびV．C、62年度セこは鉄、平成2
年度には鉄、V．B1・C、7年度には鉄が・それ
ぞれ摂取不足傾向を呈しJTL成10年度において
はV．Aを除く他の殆どの栄養i素等が所要量を
充足しない状況に至った。平成10年度において
充足率が有意（pくO．es　・一　pくO．001）に低下して
93－－99．4％値を示した栄養素等はエネルギー、
タソパク質、脂質およびV．Cであり、同じく
79、5　一一　86．4％値を呈したのは鉄とカルシウムで
あり、同じく61．6・・－63．3％値に至ったのはV．
B：・B，であった。ここで、鉄とV．D摂取量が
所要量に充たない状況は他の生活環境を異にす
る3地域に共通していたが、平成10年度の対象
児の擬取水準がやや低値を呈したことに関して
は、概して改善され好ましい摂取水準に至った
山村・近郊農村幼児の推移とは対照的な現象で
あった。この実態は、食生活の都市イヒ到達後の
幼児栄養の動向の一事例としてその背景要困に
関心が持たれる。
　なお、各栄養素別に摂取上の個人差を変動係
数で見ると、エネルギー、糖質、タγづク質お
よび脂質のそれ（9・－25％）はやや小さく、V．
Dのそれ（59　一一　140％）が最も大ぎく、この様相
は25年来変わっておらず、また他地域幼児にお
いても同様の傾向が観察された。
　次に、栄養比率に関して，糖質・脂肪・タソ
バク質の三大栄養素のエネルギー構成上ヒの推移
は、初回調査年の59。28・13％の適正域から、
　5年後の昭和52年度（53・32・15％）に適正域
からの逸脱が見られ、その後も脂肪ニネルギー
比は34－31．4％を示したが、25年・目の平成10
年度では57．9・28．0・13，7％の適正域に回帰し
た。穀類エネルギー比は、初回・第2回調査年
の4⑪’一・41・％Pが10年後の昭和57年度から有意
（p〈O．05－－p＜0．01）に漸減し、平成7年度で
は29．9±6．6％となり、平成10年・度に33．7±
6．8％値へ微増したが、適正域を逸脱しての低値
化は進行している。動物性タソパク質比は、初
回調査年（53．5±8．1％）からi雛奨i値（5⑪％）を
超えて漸増したがN平成7年度以降には推奨値
の上限に定着した。この間動物性脂質比は
42　一一　54　一一　49％の範囲にあった。これら栄養比率
の推移は、食生活の都市化傾向を強く反映して
おりx総じて山村・近郊農村幼児にほぼ10年先
行していたが、平成10年度には地域差が著しく
縮小された。
4．体位・体力評価の25年聞の推移I　I
　表7に示すように、‘体位推計基準値に対する
身長の比率OS　99－－104％、‘同じく体重のそれは
94　一一　105％であり、各調査年度ごとの変動がやや
大であったが、Body　Mass　lndex（kg／m2）は
14．7－－15．7の範囲にあり、対象児の体位はおお
むね正常範囲にあるといえよう。体力評価は、
4種目のうち筋持久力がやや低値である他は平
均値としては25年間おおむね中位の成績で
あった。なお、とくに体位の成績からは、逐年
の栄養改善の反映を読み取ることは困難であっ
た。
　対象児の1日当たりの歩行数は、昭和62年
～平成10年の4成績のみであるが、11，011－－
16，907歩で山村・近郊農村幼児と同様最近数年
間に増加傾向が見られた。平成2年度の成績は
相川ら22，の東京都や神奈川県の保育園児におけ
る8，000～10，000歩にほぼ類似していた。：
以上の如く、日本経済の高度成長の最劉胡よ
り、低成長時代に至る約25年間の時代的推移に
よる、新潟県内の一都市近郊幼児の食生活変容
の実態を、ユO－25名の事例について観察してき
たのであるが、初回調査年の昭和47年度におい
て既に食生活の都市化現象と見なされる良好で
かつやや多量摂取の状況が観察された。その具
体像は．食品群では穀類｛豆類、緑黄色野菜を
除くその他が充足され、とくに砂糖・菓子・油
脂・果実・肉・魚介類が多量掻i取傾向であり記
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摂取栄養水準ではV．Dを除く他の栄養素等が
充足され、三大栄養素のエネルギー溝成比が適
正域にあり、穀類エネルギー比が40％、動物性
タソパク質比が53．5％、同脂質比が42．2％で
あった。
　その後の5～18年間においては、米類摂取量
の漸減、油脂・肉類摂取量の漸増が続き、穀類・
糖質エネルギー比が漸減、脂肪エネルギー・動
物性タソパク質比が漸増し、各比率の適正域か
らのi逸脱が顕著になった。
　さらに、その後7年余経過して、平成10年度
には摂取栄養水準が低位に転じたものの、穀類
ゴネルギー比が平成7年度の29．9％から
33．7％へ微増し、三大栄養素のゴネルギー構成
比、動物性タソパク質・脂質比はほぼ適正域に
回帰した。これら25年間の推移は、他の山村、
近郊農村幼児のそれとは全く趣を異にしていて
対照的であった。
　幼児栄養の都市化現象は、都市近郊が山村・
近郊農村に約10余年先行し、後者は前者に追随
する様相にあったが、平成10年度の3地域同時
調査の成績を対比すると、かつての地域差が縮
小され、概して平準化していることが知られた。
さらに、幼児の食物摂取における共通の課題は、
依然として漸減しつつある米類摂取量の増加
と、併せて豆・野菜類等伝統食に多用される食
品の摂取を促して、現代食とのバラγスを図る
ことであり、その栄養学習・教育のための環境
づくりが重要になってくるものと思われる。
　なお、平成10年度において、目的意識をもっ
て調査に臨まれた対象児の母親に対するアソ
ケート調査から、「少食、好きな物のみの多食、
主食が少ない、野菜が不足」等でバラソス食が
実践できないことを苦慮されている状況の少な
くないことが窺われたが、本対象児の摂取栄養
水準が低位に転1じた現象の背景要因の探索も今
後の検討課題である。
　　　　　　　要　　　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために、都市
近郊幼児の5　一一　6・f£児、　10・一一・25名（延べ137名）
を対象としてs昭和47年から平成10年までの
25年間にほぼ数年問隔で7回、主として四季の
各連続3日間（通年12日間、但し、第5・6回
調査は3日間、第7回調査は通年6日間）の食
物摂取量を秤量調査し、食品群別。栄養素等摂
取状況の5　N25年間の推移を検討し、以下の結
果を得たe
　（1）　1H当たりの摂取食品数は総数で26→
32種類へ漸増、うち動物性食品数は6種類で変
らず、植物性食品数は20→26種類へ漸増、1間
食食品数は5→4種類へ減じた。
　｛2）食品群別摂取状況は、初回調査年より既
に都市化型で良好・潤沢な水準にあり、その後
穀類とくに米類摂取量の漸減、肉類摂取量の高
値は25年来続いた。25年目の平成10年度にお
いては、緑黄色野菜の有意な摂取増を除き、殆
どの摂取量が有意に減少し、摂取水準は低位に
転じた。
　（3｝栄養素等摂取状況は、初回調査年におて
V．Dを除く殆どが充足され、その後もV．D等
若干の微量栄養素の充足されない年度もあった
が、概ねは良好な摂取水準が維持されていた。
しかしながら、25年目の平成10年度において、
V．A、タソパク質を除く他は所要量を下回る摂
取水準を示し、初回調査成績とは殆どに有意差
が認あられた。
　（4）穀類（40→33．7％、p＜⑪．05）・糖質（59
→57．9％）エネルギー比は漸減、脂肪エネル
ギー比（28　一一・　34　一●　28％）・動物性タソパク質比
　（53．5→59．9→49．7％）は昭和57年度まで漸
増、同脂質比（42．2→54．6→40．5％）は平成
7年度まで漸増し、いずれも以後漸減した。
　（5）対象児の体位（身長、体重、BMI）は各
調査年度共に正常値の範囲にあり、体力評価は
中位の成績でそれぞれ推移し、摂取栄養水準の
改善による影響はとくにi認められなかった。な
お、近年の1日当たりの，歩行数は
11，011～16，907歩で増加傾向が見られた。
　以上、すでに都市化型を示す都市近郊幼児の
食生活における、その後の25年問の動向は・山
村・近郊農村幼児の場合とは対照的であること
が知られたが、漸減しつつある米摂取量の適正
化を図ることが、生活環境の別を問わず幼児栄
養の共通の課題であることが確認された。
本研究にご指導・ご助言を賜りました本学名
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誉教授・第四代学長塚原　叡i専士に厚く御礼申
し上げ霞す。また、調査の進行上限りないお力
添えを賜りました本学付属幼稚園歴代主任教諭
の本井　昌先生、高橋業子先生s太田和恵先生
ならびに諸先生方、調査対象世帯の方々、とく
に延べ137名の対象児のお憬様九および調
査・集計作業をご助力下さいました太田優子先
生ほかi多くの方々に深く・感謝申し上げまつ㌔
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